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相模湾西部．伊豆熱川沖の海底溶岩流について（ｎ）

仲 二郎＊1　 田中武男＊1　 堀田 宏 ゛1

相模湾，熱川沖北東方約20kｍ付近に玄武岩の海底溶岩波が存在することが昭和61

年までの海洋科学技術センターの深海曳航調査及び「しんかい2000」の潜航凋査で

判っていた。昭和62年４月に既に分布の判っていた場所も含め，南西延長部でサイ

ドスキャンソーナーによる調査を行った。その結果。それまでに判っていたよりさ

らに南西方に溶岩を示す記録の部分が広く存在することが判明した。また見かけ上

の上流部には溶岩の緑辺部に幅約50mにわたり，中央餌と異った反射のパターンを

示す部分が存在することが分か，た。これまでの貍査結果と比較するため，新たに

見つか･･ たi匐西延長鄙と，これまで調査の行なわれていなかった中流部で「しんか

い2000」による潜航調査を実施した。その結果，これまでの結果も含めて刄1下のよ

うな知見を得た。

１）熟川沖の玄武岩からなる栂底溶岩波はこれまで判明していた分布嫉よりさらに

南西にも延びており，総延長が12㎞以上に達することが判った。

２）採取した岩石試料は同じ組成で。この溶岩洫は一連。単一のものである可能性

が強い。

３）チ，ムラス。プレッシャーリッジのような中規模の起伏は播岩の各所に見られ

る。また枕状組餓は溶岩漉の棘辺翻に多く見られる。

４）溶岩の中央には平坦で縄状組織等の表面鎖尨組織が見られる部分があり，これはシー

トフローと思われる。

５）上流部ではその縁辺に溶岩流の内側が落ち込んだ崖があることがあり。それら

の存在する部分はソーナー記録が中央部と異っている部分に相当する。これらは

溶岩堤訪が上旋郎で発達していることを示している可能性がある。

A  Submarine  Lava Flow  in the Western Part of the Sagaroi Bay,

northeast off Atagawa  (II).

Jiro NAKA*VhikeoTANAKA*2  and Hjroshi HOTTA*2

JAMSTEC  Deep  Tow  and  Che "SHINKAl  2000"  dive surveys  detected  a

giant submarine  basaltic lava flow  m  the western  pare  of  the Sagami  Bay,

20km  northeast  off  Atagawa.  In  April 1987,  JAMSTEC  surveyed  the south-

western  extension  of  the lava flow  by  deep  towing  side-scan sonar. As  a result

of  this survey,  a wide  domain  was  detected  which  shows  the same  kind  of

side-scan  sonograph  of  the lava  flow  existing around  there, and  which  cor-

responds  to the upstream  extension,  furthermore,  from  this newly  detected

topographic  feature of  the lava flow  upstream  to middle  stream,  the marginal
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part shows  a different sonograph  pattern from  (he central part.

Ir  May  and  November  1987,  the "SHJNKAJ  2000?  dived  at the middle

stream  and  the newly  found  upstream  part to confirm  the above  mentioned

side-scan sonar  records. The  main  results of this survey are as follows.

(1) A  giant submarine  lava flow  off Atagawa  extends  to ihc southwest  and

its length is more  than 12km.

(2) The  rock  samples  collected from  some  places of  the lava flow  show  the

same  composition,  that is to  say, this lava How  very  likely is a single

body.

(3) Mesoscopic  undulations,  such  as  tumulus  and  pressure  ridge, were  ob-

served  frequently and  sometimes  pillow lava was  observed  on  the flank.

(4) Around  the centra! part of  the lava flow, wide  and  very Hat lava surfaces

were  dominant,  arid they are thought  to be sheet flows.

(5) At  the matginaJ  part of  the upstream,  some  scarps facing the inside of  the

lava  flow  and  corresponding  to the  different sonographic  pattern  were

observed,  and  they probably  indicate the existence  of a lava levee.

１． は じ め に

相模湾南西部の伊豆半島と伊豆大島との間の海

底地形は複雑で，海底火山と考えられる大小様々

な多くの海丘が存在する。これらは東伊豆沖海底

火山群と呼ばれており（葉室ほか，1980），その

内のいくつかからは玄 武岩を主 とする火山岩が

採取されている（湯浅・本座. 1976; 葉室ほか｡

1980: 葉室ほか，1983）。

この海域と相模湾中央 部の相模トラフとの間に

は，逆に極めて平坦な緩い傾斜の海底が広がって

いる。この平担な地形を示す海底にかなり大規模

な海底溶岩流と考えられる帯状の岩体が存在する

ことが海洋科学技術センターが開発した深海曳航

式探査装置によって発見され，潜水調査船「しん

かい2000」による調査で，その一部に枕状溶岩が

認められる新鮮な玄武岩からなる溶岩流であるこ

とが明らかとなった（田中ほか. 1986)。

このような大規模な海疼溶岩波の生成の機構を

明らかにすることはフィリピン海プレート北端郤

における海底火山活動を考える上で極めて重要な

ことである。そのためにこの海底溶岩流の分布を

より正確に調べ，その各部における形態や岩石の

特徴を把握することが重要であるので ，その後も

深海曳航調査及び「 しんかい2000」による潜航調

査を行ってきた。本稿ではそれらの結果について

報告する。

2. 深海曳航式サイドスキャンソ ーナー及

ぴサブボトムプロファイラーによる調査

大塚ほか<1982) により図 １に示す範囲の相模

湾の比較的平坦な海底面で発見された溶岩と考え

られる強い反射率を示す岩体の分布を把握するた

め，70kHZ のサイド スキャンソ ーナーの深海 曳

航調査を行りて来た。図 ２にこれまでにその調査

で判明している海底溶岩旋の分布域を示す。図 ２

の南西部は東伊豆沖海底火山群の分布域に入って

いるため，多くの梅丘が詔められ，起伏に富んで

いる。図21:11のＡ －Ｂ測線はこの梅域を調査した

ものである。その記録上，比較的起伏のない測線

の北部では明瞭にその分布ヵ哨覦 できるのに対し，

南部では起1犬に富んでおり，地形の影響もあるた

め，溶岩の分布の判読が難かしい。従って，図 ２

に示す部分より南方への延長部の有無は現状では

不明である。またＡ一一Ｂ測線とＣ－Ｄ測線の間隔

はソーナーの探轟蝠を超えるため，この部分に記録

の間隙がある。しかしこの間隙はあるにしても記



録のパターンは同じであるため，その総延艮は12

㎞以上に速している。最浅海部は水深約1000m ，

最深海部は水深約1350m にわたっているが，この

見かけ上の上流及び下流を以下仮に上流，下流と

する。

サイドスキャンソーナーの記録を見た場合，そ

れは一様でなく，上流と下流で異っている。下流

部については図３に示すように反射串の弱い周囲

の泥と思われる底質部に対して ，強い反射を示す

溶岩の部分が認められる。そしてその溶岩の部分

では一様な記録が得られている。これに対し ，中

流部では図４に示すように，強い反射の溶岩と，

弱い反射の周囲の堆積物の部分が明瞭に識別でき

る。しかし，溶岩の部分の記録は一様でなく，緑

辺部に輻約50m 程度で中央部と異った反射パ ター

ンを示している部分が存在Ｌていることが判る。
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これと同様なことは現在の所 ，最上部と思われる

部分にも存在する。図５はその鯏であるが，縁辺

部に幅約50m で中央部と異った反射パター冫を示

す部分が認められている。また図５では小海丘地

形が認め られ, 溶岩の部分にも直経約200m の小

海丘が認められる。図２にはは上の記録上の特徴

をあわせて表現している。

深海曳航式 サイドスキャンソーナー曳航体には

その直下の底質の 表層部の構造を調べるための

4.8kHz の サプボトムプロファイラーを装備して

いる。図６に各測線について，曳航体の高度楠正

を行った解釈図を示す。記録からは溶岩は周囲 の

堆積物に比べ強い反射を示すため明瞭に区別でき

るが，溶岩自体はその表面で音波が反射されてい

ると思われるため ，溶岩の厚さや内部の構遊は判

らない。一方周囲の堆積物は，下流では成層した
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図１　調査海域図

Fig.I　Index Map ｏr the Investigated Area.



図２　サイドスヤンソーナー記録から判明した溶岩流分布図．点を打りた部分は鳩岩を

示し．密な点の郎分11上流部に紹められる縁辺部を示す。

Fig. 2　Distribution map 01 the lava flow, surveied by deep (owing side

scan sonar. Ｂroken lines indicate the survey lines.

Dotted area indicate ｌｈｅ lava flow  and close 】ｙ d011ed area indicates

llle margjnal part of up stream area.

ものであるのに対し，上流では層構造が見られな

い。潜航調査で，下流では泥であったのに対し，

上流では砂であったことから，溶岩流周囲の底質

は下流部では泥を主体とし，上流部では砂を主体

としているものと思われる。

また図６からある程度の地形断面も判読できる。

溶岩部では，比較的幅の広い下流部では起伏に乏

しく平坦であるのに対し（ Ｉ－Ｊ～Ｏ-- Ｐ測線）。

上流部では比高10～20m 程度の起伏が多 く甕られ

る(A-B測線）。中流部の特に溶岩の幅が狭く

なっている部分(C-D ～Ｇ －Ｈ測線）では更に

起伏に富む順向があ る。また特に高低差のある起

伏は溶岩流の中央より緑辺に多い傾向もある。

３． 「しんかい2000 」による目視調査

丿仭

上述のソーナー曳航調査を主とする事前調査結

果を基に，「し んかい2000」による潜航調査がこ

れまでに合計８回実施されてきた（内ｌ回は確認

潜航）。それらの測線を図７に示 す。本項で は海

洋科学技術セ ン･ターの観察による潜航調査結果を

述べる6

3 -1. 溶岩流下流郵

溶岩流下流鄒ではこれまでに３回の調査が実施

された（第173, 174.  220 潜航）。この結果の多

くは田中ほか（1986 ）に述べられているが，それ

も含めてここでは閥単に記述する。

下流部北佃|の楢航では（Diｖe173 ，174），溶

岩の表面には細状組織も見られ。主に溶岩流の緑

辺部で枕伏組織も観察された。溶岩流の各所にチュ

JAMSTECTft DEEPSEA RESEARCH　･|!Is1･｡



113－I　サイドスキャンソーナー．Ｍ－Ｎ測線の紀緑の一部，位置は図２に示す

113－Ⅰ　Ａ pan of the side scan sonar rｅｃｏrd ol the M-N line.

Site WES shown in Fig.2

R!3 - 2　図３－｜のソーｊ一記録解釈図。斜線部は溶岩を示す。

l゙ ≫g. 2-2　ImerprelHiive fi βlre of l ゛ig 3 － 1. Oblique lined ar ｅａ

indicates 111e la､･ａ rloｗ.

､JAMSTECTR DEEPSEA RESEARCH　 ・１ｑＳＳ･
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図４－Ｉ　サイドスキャンソーナー．（G-H 側線の記録の一部、位置は図2に示す。

fig.  4 -  1　A  part ･,f lhe ｓlde scan ｓｏｎａr record ol the G-H lino.

Sitｅ w ａｓ ｓllnｗll in l-iK.  2.

図４-２　　図４－１のソーナー記録解釈図･斜線部は溶岩中央部･点をうった部分は緑辺　　　　　

部を示す。



閥５－｜　 サ イド スキャン･ノーナー．Ａ－Ｂ１１詞鍬の記録の･ 一部 。位繊4j 図 ２に 示す。

j酊

Sile was ｓhnｗn in Fig.2
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図６　サプボトムプロファイラー記緑の解釈図。矢印は溶岩端を示す。側線は図2に示す。

Fig. 6 Interpretative figｕｒｅｓ of lhe records of subbottom profiler. Each arrow

indicates lhe lava flow ≪dRe. Sl ｒｖｅy lines were shown in Fig.2.

図７しんかい200」潜航調査航跡図。各数字は潜航番号を示す。

Fig. 7　Ship tracks of  "SHINKAI 2000 “. Each ｎｕｍｂｅr indicates the dive

number.

JAMSTECTR DEEPSEA RESEARCH　1198 ８1



ムラス状の小丘が観察され，縁辺部には高さ数ｍ

の溶岩からなる崖も観察された。

一方下流部南側の調査では（Diｖe 220），北側

に比べ泥質の堆積物に覆われている割合が極めて

高く，ソーナーの記録の上では溶岩分布域ではあっ

たが，実際にはごく一部に繩状組織等の表面組織

を持つ溶岩の露頭が観察されたに過ぎなかった。

3 ―2. 溶岩流中流部

中流部においては，図 ２のＧ－Ｈ測線とほぽ同

じ測線で潜皺圏査を実施Ｌた。

着底点 は溶岩流の南東側で底質は表層が泥に溽

く覆われた細粒砂であった。調査測線上での溶岩

流の南東端は｜～２ｍ周囲の堆積物から盛り上っ

ていた。溶岩流の南東部は起伏に富んでおり，溶

岩旋の内部剥が数ｍ落ち込んだ崖も見られた。さ

らに内側ではプレッシャーリッジ状の尾根や，チュ

ムラス状の小丘が各所で見られた。

中央郡は比較的平坦で ，潜水船の視野で見る限

り, 20m 四方以上にわたり極めて平坦な部分が二

か所で観察された。その表面はあまり泥に覆われ

ておらず，写真１に見られるように繩状組織樣の

模様が広く観察された。また所によってはその表

図８　「しんかい200Q  J £丿醺のＳＴＤによる溶岩苟 地形駈而図。斜線を匏した

部分は。溶岩を示す。測線は図7に示す。

Fig. 8　T 叩ographic Profi 】es of lhe lava flow ｓⅢrveyed by STD

installed on ” SHINKAI 2000 ’. Hatched bollom shows lhe

tava flow. Sllr ｖｅy 】ines are shown 111 Fig.7.
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面に不規則な形態の角礫が散在していることもあっ

た( 写真２)。この平坦な表面組繊を もつ部分は

東太平洋海膨の中軸谷等に多く見られるシートフ

ロー【Ｂａ】lard et al. 1979など) に相当するも

のと思われる。

北西緑に近付くと，南東縁と同様にプレッシャー

リッジ状 の尾根や，チ，ムラス状の小丘が多 く観

察された。また小丘の側面からは枕状溶岩が流下

していることがしばしば観察された( 写真３)。

南東緑で認められたような溶岩流の内部側が落ち

てできた崖の顕著なものは燬かった。

この測線は堆積物の披ぶりが少なく，これまで

の潜航調査の内では溶岩 の露頭を最も良 く観察で

きた測線である。

3-3. 溶岩渣卜流部

上流部ではこれまでに ２回の潜航調査を行った

(Diｖe 276， Diｖ・279,  Dive 276 は確認潜航)。

第279 潜航では図 ５に見られた直径約200m の

小海丘の南側に盾底し。その後北へ向って航まし，

小海丘を縦斯した。潜水船の視界は透明度があま

り良 くなく。５ｍ程度であった。そのためもあ･・

て潜航時に。特に海丘の上をａａした認識はなかっ



た。しかし潜水舶搭載のＳＴＤの深度データによっ

て得られた地形断面を見ると比高10m 程度の海丘

を縦断していたことか分かる（図８）。これと同

様のことは海丘上に着底した第X76潜航でも認め

られる。

この小海斤卜では。不規則な形態をした数lOCB

大の玄武岩の岩塊が散在していたり（写真 ４），

縄状組織様の表面組織を呈するシートフローと思

われる溶岩が認められた（写真５）。シートフロー

と思われる部分には，あちらこちらにプレッシャー

リッジ状の尾根や，チュムラス状 の直径5 ～20m

程度の小丘が存在していたため，第312潜航で観

察されたものに比べ，シートフローとしての連続

性は悪かった。またシートフローと思われる部分

の中には表面の繩状組織の方向が不規則に変化し

ているところも見られた（写真 ６）。チ･a ムラス

状小丘の比高は２～ ５ｍ程窿で。その頂部にはシー

トフロー状の表面組織が見られることが多く，ま

たその側面からは直径 １～ ２ｍ程度の枕状溶岩が

流下している搭子がしばしば観察された（写真７）。

小海丘通過後，溶岩の西縁を確認するため西へ

航走した。しばらくは溶岩の露頭がよく観察され

たが，その後は全般的に泥質堆積物に覆われて平

坦となった，しかしソ ーナー記録では溶岩の西端

に当たる場所に，比高20m 程度 の崖が存在し。そ

の付近に，玄武岩と思われる岩塊が散在していた。

崖より西方には潜水船のCTFM ソーナーで溶岩

と思われるものの無いことを歐認した。

4. 溶岩流の地形断面

既に曳航体装備のサブポト 厶プロフ。イラーに

よる溶岩涜の各部の地形断・ （図 ６）については

簡単に述べた。本項では「しんかい2000」に装備

してあるＳＴＤによる記録から得られた溶岩流の

地形断面について砲述する。 第174潜航は第173

潜航とほぽ同じ測線であるので，これを除く５潜

航分の地形断面を図８に示す。先に述べたサプポ

ト厶プロフフイラーによる測定では，曳航体を海

底上50～150  m程度の高度で曳航するため，地形

が起伏に富む場合には，それからのサイドエコー

により，微細な地形断面が不明瞭になる。それに

対し。潜水船は数ｍの高さで海底をはうように航

走するため，それに搭載したＳＴＤにより得られ

j66

る地形断面は，より正確に微細な地形を表現 して

いるといえる。

上 流部 の第279 及び276 潜 航時に 得ら れ た断丿

上では ，まず長さ2X10m ，高 さ10 ～20m の海 丘が

認められる。これはサイドスキ ャンソーナーの記

録（Ａ－Ｂ測線 ）上で見 られた小海丘に相当する

ものと思 われる。 なお潜航時に は特にこ の部分に

山体があるとは思われな かったため，この海丘は

なだらかなものと思われる。ま たこの海丘上も含

めて溶岩流の各所に高 さ数ｍ の高まり が多 く覬ら

れる。これらは潜航時に認められたプ レッシャー

リッジやチ。ムラス状の高まりのものと思われる。

さらにこの澳』線 で溶岩流の最西端鄙で は潜航時に

見られた崖が明 らかに認められ，その高さは15m

を超え るものであったことが分かる。

中 流部の第312 潜航 の記録では南 東緑 において

高 さ10m 程度 の起伏か砲め られ，また中央部 が窪

んでおり。高 さ数ｍの起伏 が多 く認 められる。 こ

れらは潜航時 に南東縁に溶岩流内側へ落ち る崖が

存在 したこ とや，中 央部に広 くシートフロ ーが認

められたこ とや，北西部に プレッ シャーリッジ状

の尾根やチ・ ムラ ス状の小丘が多 く認められたこ

とに よく対応してい る。

下流部 のうち ，第173 潜航時 の記録 では各所に

高さ数ｍ の起伏が認 められ る。こ れはチ ュムラ ス

状の地形に対応して いると思われる。一方 ，南東

側 の第220 潜航 時の記録 からは特徴的 な起1犬は認

められない。これは潜航時 の観察 の通り ，溶岩流

の表面が既に泥で埋 め立て られたためと思われる。

以 上のことを まとめる と，漫水船のＳＴ Ｄによ

る地形断面では ，高さが數 ｍで長 さが數 ｍない し

十数ｍ程度の起 伏は，溶岩流の上 流から下流に わ

たり普遍的 に存在 する。 これらは潜航時に認めら

れたチａ ムラ ス状 の小丘 やプ レッシ ャーリッ ジ状

の尾根に対応して いると恩われ る。一方 ，サプポ

ト ムプロ ファイ ラーの記録に 見られるよ うな10m

以 上の高 さで ，10m 以 上の長 さに及ぷような起 伏

は溶岩流 の中流部より上流の浅海部に至る地域 に

限って見られる。これは，溶岩流 の内側へ落ち るよ

うな幄や。なだらかφ 」ヽ丘を示していると思われる。

5. 採取 した岩石試料について

第173 ，174 潜 航時 の溶岩の試料につ いては既に
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Ｔａｂｌｅ ｌ　Major element bulk chemical com
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!貿光Ｘ線分听装置による（高知大学月1学部所有）

企秡をＦｅＯ どして示す。

Analysed by χRF
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田中ほか(1986) が記載しているので，ここでは

主に第279及び312潜航時に得られた試料につい

て述べる。

第Z79潜航では溶岩流内の着底点と溶岩流の西

端部に当たる離底gliの２ケ所で岩石を採取した。

着良ａの試料（279 －1 ）は海底に散在していた

角礫の一つで，発泡度の低い玄武岩である。斑晶

は比較的少なく ，主に斜長石からなり，一部が単

斜輝石であり。田中ほか（1986）の試料と同種で

ある（写真８）。

一方 ，離底点付近の試料は高さ10m 程度の崖付

近に散在していた試料で（279 － 2），他の試料

に比ぺかなり完晶質で。かつかなり発泡度の高い

試科である。また磑晶は多くそのほとんどがカン

ラン石からなっている。またこの試料は全く急冷

縁を伴っていない（写真９）。

第312潜航では合計３ケ所で岩石試料を採取し

た。探取地点は溶岩渣の南東緑の溶岩流内仮j』が落

ちた崖の途中と，中央部のシートフロー上と，北

西部のチュムラス状小Fi卜である。３試料とも角

礫で，転石であるが，最後のものは，すぐｌｍ程

度上にあうた枕状溶岩から抜け落ちたことが明 ら

かな試料である(312-3. 写真10 ）。この312-

3 の表面には波長数回の幅でガラス質の急冷緑が

存在する（写裏11）。またこの試料は図 ９に示す

ように，通常の枕状溶岩が放射状の冷却節理が顕

著であるのに対し(Snyder and Frasher, 1963:

Mcdonald ，1968 など），同心円状の節理の方 が

顕著である。艙下では。第312潜航時に採取した

これら３個の試料は先の279 － 1 と同種のもので

ある。

上述試料とこれまで採取した試料の幾つかにつ

いて ，その全岩の主成分化学組成分析を高知大学

理学部の蛍光Ｘ粽分析装置で ，また急冷緑のガラ

スの分析を東京大学海洋研究所のＸ線マイクロア

ナライザーを使用して行った。これらの結果を表

１及び２に示す。

表１の312-  3 0 ―i から312-  3 7-8 は先

に記述した枕状溶岩(312- 3 ）の急冷縁から内

側へｌｃｌ刻みで8c・までを８ヶ所に分けて分析を

行ったものである。これら８ヶ所の分析値の間に

は大きな差異はないので，変質や風化により同一

試料内では不均一はないものと思われる。

全岩組成について，SiO･ － Na.O 十Ｋ１０図

（図10）及びＡＦＭ図（図11）上で見ると, 279-

2 を除いて各採取試料は先に述べた同一試料内の

変動程度の範囲に入っており，ほとんど同じ組成

であり ，既に田中ほか（1986）が述べているよう

に伊豆大島の低アルカリソレアイトの玄 武岩であ

る。一 方279 － 2はこれらに比べＭｇＯが高く ，

唯一の異った糴成を示す試料で，高アルミナ玄武

岩あるいは高アルカリソレアイト玄武岩に属する

東伊豆の火山岩に近い。鏡下でもこの試料は前に

述べたように他のものと異っていることと，溶岩

流端の転石試料であることを考えると溶岩涜の岩

図】O S102－ Ｎａ２０ 十Ｋ２０図（全岩組成）

白丸は279－2（ 磴忸パーセント） 図11　AFMI 翊（全岩組成）．白丸は279  -2

Pig. 10 S1O2--  NajO+KjO  <UaBram  (bulk composition)

Open  cn'cte is the 279-2  < Weight peaent  )

Fig. 11 ploK  ( hulk comPMUiAn).

Open  fircle *<> ihe 279-  ?



表２　急冷ガラス分听碵

Table ２　Ｃｈｃｍｉｃａｌ ｃ【】mpositions 01 quenched glass.

Ｘ楾７４クロフナラ･1ザーによる( 東京大学向洋研究所所有)

金詼をＦｅＯ・.

Analysed by χ Γay micro probe analyser.

Total iron ａｓ　FcO*.

体以外のものと,思われる。

急冷緑のガラスの分析でも全岩組成と同様に，

本溶岩波のものは上流 ，下流を問わずほぽ均一な

組成である。しかし全岩組成と比べ。総べてMgO

が２割隍度低い傾向がある。

より幅の広い起伏は中流部以上に限られる。これ

らは特に縁辺によく見られるため溶岩堤防の可能

性がある。 サイド スキャンソーナーの記録では中

流より浅所では緑辺部に中央部と異なるパターン

の部分が見られるが，これは溶岩堤防である可能

性かある。

溶岩の表面組曩については，中流部より浅所は

泥による被りがあまりないため，表面組織が良く

観察された。その結果，主に溶岩流の中央部に繩

状組織を伴うシートフローが広く存在することが

明らかとなった。また緑辺部では枕状溶岩が見ら

れることが多かった。このことはソーナー記録の

中央部と巽ったパターン記録の部分が眈状溶岩が

兒られる部分を表わしていることを示しているの

かも知れない。

７． 考　　 察

この熟川沖の淘底溶岩流にっμて はその全分布

域力申|つておらず，またその各所での溶岩の厚さ，

断面なども泥で周囲や上面の一部が覆われている

ため不明である。また噴出地点やその形態も不明

である。ここではこれまで得られたデータを基に

この溶岩の形成過程を考察する。

溶岩の噴出位置に関しては直接それを示すデー

タはない。また陸上の溶岩で認められるように発

泡度が流Ｆに伴い減少する(Swanson.  1*973)と

いう傾「句は，岩石か一様に気砲に乏しいため認め

られず，どこから喰出したかを示す指標は少ない。

1仭

6. ま　 と　 め

伊豆熱川 沖の海底溶岩 滝はこれ までの調 査の結

果 ，一部 データの欠ける部 分があ るが，全長12kl

以上に遠す る長大なものであるこ とが判 った。し

か し未だその最南 西部につ いては末端がどこであ

るかを限定 できて いない。 溶岩の試料は上流から

Ｆ流まで同 じ組成を 示しており，一連の ものであ

るこ とを示唆 してい る。しかし，そ の地形断面な

どは地 形上 の上流部から下 流部に向 い差異 が認め

られ る。 上流部 では高 さ10m 前後，直径200m 程

変の小海丘が認められるほ か，それjSI下の大 きさ

刀起l犬も見られる。 また緑辺に10mj 以上の落差で

旨岩流 の内側 へ落ちる崖 も認 められる。中流部で

:ま禹丘 地形は認 めら れないが ，高さjOm 前 後から

それ以 下で 。幅 が100m 以内 の起 伏は多 く見られ

る。ま たその縁辺鄙には溶岩 滝内 俄||に落ちるli!も

字在す る。これ らに対 し下流部では泥に埋積 され

ている場所が広 いため もあ るが，幅が匐ｍを超え

るような起伏は少なく ，特に縁辺部に挧 が兒られ

５ことはないc 輻 が20m 以 内の起伏は上 流か ら下

瓊まで一様 に 眤ることができ ，こ れらはチ。ムラ

４あ るい はプレッシャーリッ ジと思わ れる。それ
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図12 「かいよう」搭載のシーピーム|こより

掵かれた地形図より猫いた図２中の

Ｘ－Ｙの地形断叺。

Fig. 】２ Topographic profile along ihe

X-Y line in Fig. 2.

Surveyed by Sea Beam insia 】led

in R/V KAIYO

較した場合，拡大速度が速い，言い換えれば溶岩

の生産量の大きい東太平洋海膨やガラパゴスリフ

トなどに多く見られ。拡大速度の低い大西洋中央

海嶺などで の度合は少 ない（Ｂａｌｌａｒd et al..

1979: Hekinian, 1984 など ）。 従って 本 溶岩

流は一時期に多量の低粘性溶岩を噴出したことに

よって形成されたと考えられる。 またこの全長12

k皿という長さは陸上の溶岩と比較した場合でも長

く，Ｗａｌｋｅr（1973 ）が示すように溶岩長 が長 い

ものは噴出速度が速いということからもこの点 は

支持される。

宇井ほか（1987 ）は第277 潜航時 に得 られた岩

石を検討し，泥中に貫入したシート状 のものであ

る可能性を指摘した。これに関しては採取された

枕状溶岩の試料が，普通のものが放射状節理が顕

著であるのに対し。同心円状節理が顕著であるこ

と や，全体として枕状溶岩の割合が少ないことか

ら見て充分考え られることである。

図12 では上流部に当たる地域は他の場所に比ら

べ平坦である。ここから北東 の緩顯釧面への出口

に当たる地域は地形図で見るとかなり海丘が迫っ

ており狄くなっている。従ってこの平坦面は溶ｇ

湖のようなものか形成されてできている可能性が

ある。これは写真６に見られるような不規則な綯

状組織か観察されたことと関連があるか も知れな

いｏ
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しかし幾つかのことが地形的に浅所が噴出場であ

ることを 示して いる。一つはこ の溶岩 流は図12 に

示すように傾斜 が１～ ２°の斜面上に存在 してい

るか，地形的谷部 に沿 って分布 しており ，こ の傾

向 は上流 部で顕著 であ る。ま た中流部より浅淘部

に溶岩堤 防と考え られる地形 か認め られる。 これ

らのことは地形的 に上流部が噴出場で ，そこ から

北東方へ流 下して いるこ とをう かがわ せる。 しか

し ，特に 見かけ の下流部 が泥に埋積 されてい るた

め，現在観察される地形断面では，傾斜の緩い下

波部 の方 が急傾斜 の中流部より溶岩厚 か薄 くな っ

て おり ，Ｗａｌｋｅr（1967 ）が指摘 す るよ うに緩 傾

斜部 ほど溶 岩厚 が厚 くなるこ とと反 してい る。ま

た本溶岩流表面組織にはクリンカーのようなもの

は特に観察されない ため溶岩堤防はSparks et al.,

（19?6 ）のいうlnitial なものと思 われ, Hulme 。

（j974 ）が示すよ うに溶岩の 各所にお ける最 高面

は溶岩の降伏応力 が決 めると すると ，流下に伴い

冷却 され降伏応力 が増加 し，むしろ厚 くな るはず

であ る。ま た粘性 も冷却で上昇 し同 じように 溶岩

の厚さを増加させるはずであるが（Ｗａｌｋｅr，1967 ），

む しろ薄くな って いる。 従･つて 溶岩 の断面 から噴

出位置へ さかのぽ るためには ，堆積物 の被覆を除

い た奥の溶岩厚を求める必要がある。

これまでの調査で。この溶岩流の表面組織には

シ ート プ 一状 のものが広く 見られることが明 ら

か とな った。 シート フロ ーは中 央大洋海嶺系で比

j70
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写真１　繩状組織に見られるシートフロー（312）

iJIJI り.1R りpy sll ’ｕcI;II’l: ，:|･ the ｓ111･r*. !’Ioｗ

ｓｕ:･face（312 ）.

写真３　チェムラス状小丘側面の枕状溶岩（312）.
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写真2　　縄状組織に見られるシートフォローと溶岩表面に散在する躇岩の角（312）

P!:ioi<≫. 2　R り叭 ’　ｓIII:cI;|rc　cf ll･ ｃ ｓhee1 110 ｗ

ｓllrl’;la･ ;111d bl･ｃｃｃｉａｓ oll la 叭l on l111･

lava ｓｕlllc･２ （:312 ），

写真４　溶岩表面に散在する溶岩の角（279）P11111nンI　HI･.: ぐlilS ，111 11:,･;l sGI!lt･RIIi り11　1h･
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写真５　縄状組織に見られるシートフォロー（279）
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写真７　チャムラス状小丘側面に見られる枕状溶岩　　　　Q7D
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写真６　不規則な形態をした縄状組織の見られるシート　　　　　７‘:゛一（279）
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j’!4,w ｓlllｲａｃｃ（279 ）.
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写真１０　　312-3　切断面写真
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写真１１　312-3　急冷皮殻部の薄片写真　積約20ｍｍ
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